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教員免許状更新講習 ＦＬＯＷ 

 

    本学ホームページまたは電話にて「教員免許状更新講習受講 

    申込書」を入手し、必要事項を記入の上本学へ郵送。 

      申込期間 平成 22年 6月 1日（火）～6月 30日（水） 

 

 

    本学より送付された納付書にて受講料を納付。「受講料払込証 

    明書」と｢事前アンケート用紙｣を本学に郵送。 

         申込期限 平成 22年 7月 15日（木） 

 

 

    本学より「受講決定通知書」を郵送。所定の欄に本人確認ので 

    きる写真（４㌢×３㌢）を貼付の上、受講時に携帯（「受講証」 

    となります）。 

        ※ 7月 24日（土）までにお手元に届くように発送予定 

 

 

    講習受講後に修了認定試験、事後評価アンケートを実施。 

 

 

 

 

    修了認定された受講者に対して修了（履修）証明書を発行。 

 

 

 

 

修了証明書（30 時間以上の履修証明書のセット）を添付して、勤務する学校が所在する各都道府県の 

教育委員会（免許管理者）に更新講習修了確認の申請をしてください。 

第１次申込 

第２次申込 

決定通知書 

更新講習 

証明書発行 
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教員免許状更新講習 

 

 平成 19年 6月の改正教育職員免許法の成立により、平成 21年度より教員免許更新制が導入され

ました。 

 この制度は、教員として必要な資質能力が保持されるよう、定期的に最新の知識技能を身につけ

ることで、教員が自信と誇りを持って教壇に立ち、社会の尊敬と信頼を得ることを目指すものです。 

 本学おいては幼稚園教諭を多数輩出していることから、幼稚園教諭を対象とした更新講習を開設

することになりました。必修領域 12時間以上、選択領域 18時間以上と義務づけられている更新講

習を 5日間で修了できますのでご活用ください。 

 

１．講習日程及び内容 

【必修領域】 

講習の名称 開講の期間 時間数 
受講 

対象 
定員 

幼稚園教育の最新事情 
 

〔認定番号 平 22-35357-01423号〕 

 

平成 22年 8月 2日（月） 

平成 22年 8月 3日（火） 

9:00～16:10 

 

12時間 
幼稚園 

教 諭 
30名 

  ※2日間とも出席することが必須です。第 1日目にオリエンテーションを実施します。 

   【受 付】8:30～8:40 【オリエンテーション】8:45～9:00 

 

【選択領域】 

講習の名称 講習の期間 時間数 
受講 

対象 
定員 

園児の表現力を高める音楽・リズム指

導 
 

〔認定番号 平 22-35357-63408号〕 

平成 22年 8月 4日（水） 

9:00～16:10 
6時間 

幼稚園 

教 諭 
30名 

園児の思考力、表現力を高める科学と

図画工作指導 
〔認定番号 平 22-35357-63409号〕 

平成 22年 8月 5日（木） 

9:00～16:10 
6時間 

幼稚園 

教 諭 
30名 

園児の表現力を高める言葉と表現指導 
〔認定番号 平 22-35357-63410号〕 

平成 22年 8月 6日（金） 

9:00～16:10 
6時間 

幼稚園 

教 諭 
30名 

  ※各講習の開始前にオリエンテーションを行いますので、遅れないようにしてください。 

   【受 付】8:30～8:40 【オリエンテーション】8:45～9:00 

 

 

２．受講料 

 【必修領域】  各 12,000円 （各 12時間） 

 【選択領域】  各 06,000円 （各 06時間）  全講習を受講する場合：合計 30,000円 
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３．受講対象者 

   原則として、平成 24年 3月 31日に修了確認期限を迎える現職の幼稚園教諭（男女ともに可） 

  が対象となります。採用内定者等、幼稚園教諭として雇用される見込みのある方は事前にご相 

  談ください。 

受講対象者の生年月日（平成 24年 3月 31日時点での満年齢） 免許状更新受講期間 

昭和 31 年 4月 2 日～昭和 32年 4月 1日（55歳） 

昭和 41 年 4月 2 日～昭和 42年 4月 1日（45歳） 

昭和 51 年 4月 2 日～昭和 52年 4月 1日（35歳） 

  平成 22年 4月 01 日～ 

  平成 24年 1月 31日 

 

 

４．受講申込方法 

   申し込みの受付は先着順（第 2次申込）となります。 

   本学ホームページ（http://www.hcc.ac.jp.）「教員免許状更新講習」より「第１次申込」に  

  必要な書類をプリントアウトし、必要事項を記入のうえ本学宛てに郵送してください。 

   「第 1次申込」の受付け後に本学より「第 2次申込」に必要な書類を送付しますので、本学 

  が指定した期限までに「第 2次申込」を行ってください。期限までに「第 2次申込」書類が本  

  学に届かない場合にはキャンセル扱いとさせていただきます。 

 

 【第 1次申込】 

   ① 申込期間 平成 22年 6月 1日（火）～6月 30日（水） 

   ② 必要書類 「平成 22年度 東筑紫短期大学 教員免許状更新講習受講申込書」 

 

   ※ 第 1 次申込時点で定員に達した場合には、キャンセル待ち扱いとさせていただきます。

 本学よりその旨お伝えし、キャンセルが出た時点で「受講申込書」にご記入いただきまし 

 た連絡先へご案内いたします。 

 

 【第 2次申込】 

   ① 申込期限 平成 22年 7月 15日（木） 

   ② 必要書類 「受講料払込証明書」（受領印の押印されたものをご提出ください） 

       「事前アンケート用紙」（ご提出ない場合は受講不可となります） 

  免許状更新講習規則第 7条第 1項に規定する免許状更新講習に係る受  

 講者の意向の把握のための調査と位置づけられているものです。このア 

 ンケートは受講者の意向を本学が把握し、念頭に置きつつ講習を実施す 

 ることを主な目的とするものですので、調査結果すべてを免許状更新講 

 習の内容等に反映するものではないことをご了承ください。 

 

   ※ 第 2次申込期限までに必要書類のご提出がなかった場合、第 1次申込は無効となります。 

   ※ 受講希望者が定員に達した等の理由で受講できない場合にはその旨お伝えします。 
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 【決定通知書】 

  受講決定者に対して本学より決定通知書（本通知書が受講証となります。）を平成 22年 

 7月 24 日（土）までに届くように発送します。なお、本通知書とは別に免許証など本人確 

 認のできる書類をご持参ください。 

     所定の欄に写真（4 ㌢×3㌢）を必ず貼付して講習に参加してください。 

 

 【第 2次申込後のキャンセル】 

 第 2次申込後にキャンセルされる場合は、速やかにご通知ください。キャンセルの理由に 

   より下記のとおり受講料を返還します。 

キャンセルの理由 受講料の返還額 

① 自然災害、本学の都合等により教員免許状更新講習が開  

  催されなかった場合  
受講料全額 

② 公共の交通機関の運行異常により受講できなかった場合 

③ 勤務校の業務、二親等以内の葬儀、病気（ご本人、その 

  子ども）等の事情により教員免許状更新講習が受講でき 

  ないと事前に連絡をいただいた場合 

受講料から、銀行振込料・

事務手数料（1,000 円）を

差し引いた金額 

④ その他、本学が止むを得ない事由と認めた場合 個別に決定 

 

 

５．受講上の注意 

  ① 身分証明書（免許証等本人確認が可能な書類）、筆記用具の他に「更新講習一覧」（7～10 

       頁）で指示されているものを持参してください。 

  ② 決定通知書（「受講証」）は必ず携行してください。  

  ③ 携帯電話を携行する場合、講習中はマナーモードにするか電源を切ってください。 

  ④ 遅刻、早退、一時退出等は認められません。 

  ⑤ 本学キャンパス内は禁煙となっております。 

  ⑥ 自家用車等をご利用希望の場合はあらかじめお申し出ください。駐車許可証を発行します。 

  ⑦ 昼食は各自でご準備ください。 

 

 

６．受講者による事後評価 

   免許状更新講習規則において「免許状更新講習を行った後、当該免許状更新講習の運営状況、 

  効果等について評価を行い、その結果に基づき当該免許状更新講習の改善を図るため必要な措 

  置を講ずることにより、その水準の向上に努めなければならない」と定められています。 

   講習終了後に「事後評価票」をお配りしますので、ご記入の上本学にご提出ください。この 

  事後評価のご提出がない場合は「履修証明書」は発行されません。なお、この事後評価は個人 

  の特定ができないようになっております。また、事後評価の結果は文部科学省に報告されます 

  のであらかじめご了承ください。 
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７．履修証明書の発行について 

   各講習の履修認定試験において、合格基準に達した受講者に、当該講習の「履修証明書」を 

  受講者ご本人宛に郵送します。但し、前項の事後評価票のご提出が必須となりますので、ご注 

  意ください。 

 

 

８．個人情報の取り扱い 

   受講者の個人情報は更新講習に係る業務を行うためにのみ利用します。第三者へ提供するこ 

  とはありません。
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９．平成 22 年度 更新講習一覧 

 【必修領域】 

講 習 名 幼稚園教育の最新事情 時 間 数 12時間 

開 講 日 平成 22 年 8月 2日（月）・8月 3 日（火） 認定番号 平22-35357-01423号 

対 象 者 幼稚園教諭 講習ｺｰﾄﾞ 01001 

 

担 当 講 師 

 

山田 千秋（副学長・教授） 

永濱 初子（保育学科 教授・専攻科長） 

髙井 真夫（保育学科 教授・学科長） 

井出 智博（保育学科 助教） 

野村 新 （九州栄養福祉大学食物栄養学部 教授） 

松本 明夫（九州栄養福祉大学食物栄養学部 准教授） 

 

 

講 習 概 要 

 

 近年、われわれを取り巻く環境はめまぐるしく大きな変化をとげつつある。地球温

暖化や経済不況に対処するためには、全世界の連帯が必要とされる時代となった。日

本社会の少子高齢化や家庭の経済力格差は家庭生活に甚大な影響を与え、携帯電話の

普及などにみられる情報化社会の到来は子どもの生活のあり方を変貌させた。この新

しい時代を生きる子どもたちが、望ましい人間社会を創造する者として成長するため

には、柔軟な思考力、みずみずしい感性、人を思いやり助け合うこころ、物を大切に

し、自然をいつくしむこころなどを養う必要があろう。 

 この講習では、子どもを取り巻く社会状況の変化に充分な注意を払い、新しい時代

を生きる子どもたちが明るく元気に成長をとげるための幼児教育のあり方を考える。

幼稚園教育要領の改訂をはじめとする教育制度改革の意義をふまえ、教育の本質と目

的、教育者の自己教育、現代の子どもと家族の心理、子どもの遊びと環境などの諸側

面から幼稚園教育の今日的な課題を検討する。 

 

 

 

 

 

認 定 方 法 筆記試験 

持参すべき物 『幼稚園教育要領』 

備   考 
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【選択領域】 

講 習 名 園児の表現力を高める音楽・リズム指導 時 間 数 6時間 

開 講 日 平成 22 年 8月 4日（水） 認定番号 平22-35357-63408号 

対 象 者 幼稚園教諭 講習ｺｰﾄﾞ 02001 

 

担 当 講 師 

 

瓦林 良  （保育学科 教授・教務部長） 

植田 佐世子（保育学科 教授） 

北嶋 季之 （保育学科 講師） 

岡本 昌代 （保育学科 講師） 

 

 

 

 

 

講 習 概 要 

 

 子ども自身が音楽やリズムの素晴らしさに気付き、聴いてみよう・表してみよう・

楽しもうとする心を育てるには、何よりも保育者自身が音楽表現やリズムをいかに楽

しむかということです。もちろん基本的に、より高いピアノ技術やより高度なリズム

表現能力を持っている方が容易であるかもしれませんが、[楽器] [リズムと歌唱] [リ

トミック体操] 以上の基本から具体的な指導方法までを学びます。 

 

 １．楽器 

 

 ２．リズムと歌唱 

 

 

 

 ３．リトミック体操 

 

 

 

より高いピアノ技術のための具体的指導 

現場音楽を通して環境構成・援助のありかた 

ボディーパーカッション®（リズム身体表現活動）か

ら即興的な作品作りまで 

園児と共によりよい声で歌う 

オノマトペ（声遊び）を使った作品作りと音遊び 

（幼児体育とリトミックの融合） 

見る・聞く・感じて動く・脳から体へ そして身体

表現に 

保育者自身が感じ・楽しみながら実践するには 

 

 （瓦林） 

 （瓦林） 

 （北嶋） 

 

 （北嶋） 

 （植田） 

  

 （岡本） 

 （岡本） 

  

認 定 方 法 実技試験 

持参すべき物 運動できる服装、体育館シューズ 

備   考 
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【選択領域】 

講 習 名 
園児の思考力、表現力を高める科学と図画工作 

指導 
時 間 数 6時間 

開 講 日 平成 22 年 8月 5日（木） 認定番号 平22-35357-63409号 

対 象 者 幼稚園教諭 講習ｺｰﾄﾞ 02002 

 

担 当 講 師 

 

髙井 真夫 （保育学科 教授・学科長） 

村井 ひとみ（保育学科 准教授） 

 

 

 

 

 

 

講 習 概 要 

 

 子どもに科学する心を育て、思考力の芽生えの基礎を培うために、「理科が苦手」、

「科学嫌い」の幼児教育者にも自然環境に対する理解を深めていただくと共に、自然

物や人工的な素材を利用した科学遊びなど、幼稚園現場で実践できる事例を紹介し、

受講者の皆さんにも実践していただきます。講習を通して自然科学の面白さを理解

し、幼児教育者として知っておくべき知識と技能を学びます。（髙井） 

 

 

 描くことが大好きな人はもちろん、「絵は苦手！」と思い込んでいる人こそ、ぜひ

参加してください。ぐうぜん目の前に現われた形や色から “何かを見立てて” 描

き始めましょう。隣の人はいったい何を描くでしょう？ 描いた人の心を受け止めて 

“共感” した気持ちをどのように伝えましょうか？ 大切なのは “気持ちを伝え

ようとすること” “気持ちを受け止めようとすること”。 「上手」という言葉を封

印すると表現の可能性が広がります。（村井） 

 

 

 

 

認 定 方 法 作品とワークシートまたは筆記試験や講習中の課題への取組等から総合的に評価 

持参すべき物 手ふきタオル。その他は本学で準備します。 

備   考 汚れてもよい服装と動きやすい靴で参加してください。 
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【選択領域】 

講 習 名 園児の表現力を高める言葉と表現指導 時 間 数 6時間 

開 講 日 平成 22 年 8月 6日（金） 認定番号 平22-35357-63410号 

対 象 者 幼稚園教諭 講習ｺｰﾄﾞ 02003 

 

担 当 講 師 

 

永濱 初子（保育学科 教授・専攻科長） 

木本 節子（保育学科 教授・附属幼稚園園長） 

 

 

 

 

 

 

講 習 概 要 

 

 幼児を取り巻く環境の変化に伴い、平成 21 年度より「幼稚園教育要領」が改訂さ

れ、幼稚園教育の社会的な方向性が示された。なかでも人としての生涯にわたる人間

形成の基礎を育む幼児期の教育の大切さがクローズアップされている。 

 本講座では幼児が見たり聞いたり、おたがいに言葉を交わすことの喜びを経験し、

言葉の面白さを知るプロセスについて学習する。 

 更に幼児が感じたことや考えたことを活動を通して豊かな自己表現力を身につけ

ることが出来るよう、保育者としての資質向上を図る。 

 

１．言 葉  子どもの日々の姿から言葉で表現することの意欲と力をどのように育 

てるか、その援助のあり方を考えてみたい。ことばの表現力を高めるため 

のことば遊びの楽しさに気づき、身近な材料で人形を創作し、小さくて親 

しい人形たちと気軽に話してみる遊びを演習する。（永濱） 

２．表 現  幼児期に大切な子どもの育ちについて視野を広げていくために必要な 

保育内容、保育方法などを附属幼稚園の実践例などをあげながらその内容 

の深まりや援助のあり方などを探る中で保育者としての表現力を身につ 

ける。（木本） 

 

認 定 方 法 創作作品等の発表により評価 

持参すべき物 糊、はさみ、マジック、色鉛筆、色画用紙（色、白）、セロテープ 

備   考 汚れてもよい服装で参加してください。 

 

 

 



 11 

 Memo 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員免許状更新講習に関するお問い合わせ先 

 

東筑紫短期大学 

教 務 課  

 

〒803-8511 北九州市小倉北区下到津５－１－１ 

TEL ０９３－５６１－２０６０ 

FAX ０９３－５６２－５１６１ 

URL http://www.hcc.ac.jp/ 


